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エネルギー使用合理化等事業者 

支援補助金の活用 



会社概要 

・社   名： 大旺工業株式会社 

・所在地： 群馬県太田市由良町207番地 

・資本金： 1000万円 

・設   立： 昭和59年3月   

・社員数： 60名 

・事業内容：  

鋼板、ステンレス、アルミニウム材を主とした、板金
加工から溶接・仕上げ・組立までの一貫生産。 
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・特徴：  
○最先端加工機械が支える効率的な生産と信頼さ
れる品質 
○幅広い材質の部品加工から、筐体の製作、また、
電装品の組込、外観仕上げを施し完成製品までの
生産を行う。 
 

・取引先：  
○ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ（株）ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ社 
○ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾍﾙｽｹｱ社ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶ事業部 
○東亜工業株式会社 
○ﾄｯﾌﾟﾗｲｽﾞ株式会社 
○株式会社ｵｸｼﾞｭｰ 
○三光産業株式会社 
○日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ社 
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１）環境保護としての省エネ 
 
２）低コスト化を図る省エネ 
 
３）労働環境改善としての省エネ  
 
※ 省エネ改善を「働きやすい職場作り」とリンクすることで、
入職率・定着率の向上を図り、人材の確保に大きく寄与する、
と期待している。 
 

・社内における省エネの位置づけ  
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省エネ改善 

モチベーション

向上 

効率向上 

利益増加 

・省エネ導入により期待される効果  

※ 初期投資における補助金の役割は大きい。  
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・省エネの導入例  

・太陽光発電設備の設置 （48.4 kW) 

・手洗い場の自動水栓化  

・死角領域の温度管理 
   （温度センサーと表示灯）  

・蛍光灯のＬＥＤ化  

・工場水銀灯のＬＥＤ化  

・空調設備の更新  
エネルギー使用合理化等事業者支援補助金活用 
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空気調和設備と照明設備の更新による省エネ対策 

2016年11月24日 

エネルギー使用合理化等事業者 

支援補助金の活用 



会社概要 

・社   名： ﾊﾟﾅｿﾆｯｸESﾌｧｼﾘﾃｨｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社  

・所在地： 群馬県前橋市古市町一丁目50番地14 

・資本金： 9000万円 

・設   立： 昭和43年8月   

・社員数： 128名 

・事業内容：  

・空気調和、給排水衛生設備、電気設備の設計施工 
・冷凍冷蔵設備の設計施工 
・上記のメンテナンス業務 
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導入前設備の状況と改善点 

・最新の高効率設備の導入による省エネの実現   

・設備の最適化→作業環境の改善→生産性の向上 

⇓ 
「より良い作業環境の実現と省エネを両立」 

＊事業所の作業実態にマッチした設備改善 

によりエネルギー使用の実態も改善！ 
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空気調和設備と照明設備の更新によって何を目指したのか 

① 工場内の用途変更によるレイアウト変更に対応できない。 

② 製品や材料の搬入搬出経路が常時開放。 

③ 工場内作業者にとって空調実感が薄い。 

④ 経年劣化による能力低減。 

⑤ メーカーの部品保有期限を過ぎている為、故障対応が不可。 

⑥ 改正フロン法（フロン排出抑制法)の影響。 

 既存の空気調和設備⇒床置型エアコンによる全体空調 
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導入前設備の状況（空気調和設備） 

周囲に作業者のいない場所 製造機械背後に隠れている場所 
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導入前設備の状況と問題点 （照明設備） 

① 器具直下での光量は十分であるが、器具間や工場端部に 

   おいて光量が十分でない場所がある。 

② 消灯すると再点灯に時間を要する為、細かな入切対応不可。 

③ 水銀を使用している為、破損の際は様々なリスクを伴う。 

④ 廃棄時に環境汚染の原因とならない為の配慮が必要である。 

⑤ ＲｏＨＳ指令の指定物質である。 

照明設備：水銀灯による全体照明 
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導入前設備の状況 【 照明設備 】 

工場の照度分布：光量の低い部分の面積が広い 
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「省エネに対する具体的な対策事例」 

空気調和設備 



新規導入設備による問題点の改善【空気調和設備の最適化】 

１） 小馬力、多台数化と稼働式ルーバーによる作業場所への空調。 

２） 高速シートシャッターの採用。 

３） １）のルーバーの調整。 

４） ④⑤⑥の課題に取り組むべく、冷媒変更を含む最新省エネ型 

   空調機器の導入。 
＋ 

運用方法の改善 ・・・  

 集中リモコンにより温度設定の監視や切り忘れ防止。 

空調温度を各自が管理し、基準温度に達したら空調機を運転／停止、 

空気調和設備：天井ダクト型エアコンによる全体＋個別空調 

15 



空気調和設備の方式変更 

導 入 前 導 入 後 
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新規導入設備 【 空気調和設備 】 

新規導入空気調和設備（1台分全景） 

空調機器（本体） 

ダクト＋吹出口ルーバー 
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「省エネに対する具体的な対策事例」 

照 明 設 備 



照明設備：ＬＥＤによる全体照明 

１） 従来器具よりも広角照射型ＬＥＤ器具の採用 

→最高照度の場所は従来と同等を確保しつつ、 

低照度の場所の面積を大幅に縮小 

２） ＬＥＤ照明器具により再点灯の際の時間的問題はクリア 

→使用状況に応じて、ゾーン毎に細やかなON/OFF 

→適切な使用により、快適性を損なわず省エネを達成 

３） ③④⑤の対象物質を含まない為、同リスクの解消 

→管理に係わる手間やコストの削減 
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照明設備の特性変更 

導入前の照度分布図 新規導入後の照度分布図 
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照明設備の特性変更 

導入前照明設備の照度状況 新規導入照明設備の照度状況 

アップ 

アップ 

キープ 
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「総括／実績」 



空気調和設備と照明設備の最適化更新の際の問題点 

・単純な同等設備の更新に比べてコストが増大！ 
ランニングコスト計算で償却年数１５．２年 

問題 ⇓ 解決 

◎補助金の活用！ 

エネルギー合理化等事業者支援補助金は           

設備機器のみならず、工事費も対象！ 

《 設備の最適化は省エネに繋がる 》 
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補助金活用における注意事項 

・設備更新の補助金は基本的に同じ目的の設備のみ対象。 
＊設備の方式や能力、台数の一致が望ましい！ 

問題 ⇓ 解決 

 以下の内容を丁寧に書面にて説明し理解を得る事が必要。 

《 施主と事業者の協力体制が省エネに繋がる 》 

・ 導入設備の目的は既存設備と同じ。 

・ 設備更新前後での能力は同等。 

・ 省エネの目的を満足する。 
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補助金活用決定により省エネへの取り組みを再検討 

・補助金申請時点でのエネルギー使用量の削減値の目的化！ 
＊適切な数値管理と使用状況の管理を認識し行動する。 

⇓ 
◎事業所全体エネルギー使用量のﾏｲﾅｽ１６．９％／年の達成へ！ 

＊導入設備の合計省エネ計画値は88,900kWh/年。 

⇓ 
◎事業所全体での省エネへの取り組みを計画 

１. 適切な温度管理：実作業場所の温度状況での使用判断 

２. 集中リモコンの導入：切り忘れ防止や運転状況の管理 

３. 建築的取組：高速シートシャッター導入による余分な外気侵入の防止 

４. 電気使用量計測装置の導入：エネルギー使用状況の把握と対策が可能 
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省エネ効果（ 計画時 ⇒ 確定検査時 ） 

補助金申請時点の省エネ効果予測 補助金確定検査時点の省エネ効果予測 

 事業所全体 

 年間削減率 

１６．９％ 
22.9/135.6kl 

対象設備 

エネルギー 
合計使用量 

３２．４kl/年 

※原油換算 

対前年58.7％ 

  導入前 

５５．２kl/年 

 事業所全体 

 年間削減率 

３２．２％ 

42.3/135.6kl 

対象設備 

エネルギー 
合計使用量 

２１．２kl/年 

※原油換算 

   計画比 

 ３４．６％ 

 の削減 

＊2月初頭の1週間分のデータを 

 元に実績予想を変更し報告 
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導入設備の省エネ実績(2月～9月） 

2月～9月の計測値 

対象設備のエネルギー合計使用量 

１１．４kl／２月～９月 
（原油換算） 

導入前のエネルギ－合計計算値 

４１．２kl／２月～９月 
（原油換算） 

７２．３％削減を達成 

申請時点計画比 ： 50.4% 

確定検査時点予測比 ： 74.7% 
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大幅な省エネ達成の理由 

事業所全体で省エネを達成する為の４つの取り組み１・２ 
＊適切な数値管理と使用状況の管理を認識し行動する。 

１. 適切な温度管理：実作業場所の温度状況での使用判断 

２. 集中リモコンの導入：切り忘れ防止や運転状況の管理 

作業者用温度計 集中リモコン 

３. 事業所による日次・月次の電力量ﾃﾞｰﾀ収集及び検証 
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事業所全体の省エネ実績(2月～9月） 

2月～9月の計測値 

事業所全体のエネルギー合計使用量 

４８．１kl／２月～９月 

事業実施前のエネルギ－合計計算値 

８９．１kl／２月～９月 

４６．０％削減を達成 

申請時点計画比 ： 69.6% 

確定検査時点予測比 ： 78.6% 
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大幅な省エネ達成の理由 

事業所全体で省エネを達成する為の４つの取り組み３・４ 

＊適切な数値管理と使用状況の管理を認識し行動する。 

３. 建築的な取組：高速シートシャッター導入による余分な外気侵入の防止 

４. 電気使用量計測装置の導入：エネルギー使用状況の把握と対策が可能に 

高速シートシャッター 
電気使用量計測装置 
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事業所全体でも大幅な省エネ達成の理由 

計測値データ管理 

＊事業所による、日次・月次の数値管理と使用状況の管理を認識し行動する。 

・日次データによる短期使用状況の把握と対応。 

・月次データによる日次毎の使用状況の差異の把握と対応。 

日次管理データ 月次管理データ 

御静聴ありがとうございました。 31 


